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（2） 地盤概要 

計画地は低地に位置し、粘性土、砂質土および礫質土からなる沖積層および洪積層が厚く分布している。調査

結果により層厚 7～8ｍ程度の沖積層以深に洪積層が層厚 30m 以上分布していることが確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 地盤想定断面図 

 

・地下水位 

ボーリング調査における孔内水位は、全般に GL-1～3m 前後を示しており、比較的浅い位置に存在するものと

想定されます。 

 

 

・液状化 

平成 29 年度「市立美唄病院整備用地地質調査委託報告書」（以下、「H29 地盤調査報告書」）における液状

化判定の大地震時（地表面加速度 350gal）検討結果では、参考として沖積礎の検討や礫質土の N 値補正係数

が採用して安全側に評価されています。ただし、N 値補正係数の方法は十分に信頼性が確立された方法ではなく

日本建築学会「建築基礎構造設計指針」（以下、「基礎指針」）においても安全側評価のために「低減することがで

きる」という扱いとなっています。 

本計画において基礎工法への影響があるため、一般的な評価方法で再評価しました。 

また、「地盤調査報告書」ではマグニチュード M=8.0 を採用していますが、「基礎指針」に示されている M=7.5 に

修正しています。 

再評価の結果、FL<1.0 と判定された表層部（2.80m 以浅）の砂質土層のみ液状化発生の可能性があると考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：FL<1.0（液状化発生の可能性がある） 

  


